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1　は じ め に
　本学は、各研究科 ・学部が海外の大学 との間に学術交

























1)名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部(生 化 学)
2)元 名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部
3)名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部(社 会 学)























会か らの委員3名 の計4名 で構成するワーキンググルー
プで行 った。主な検討課題および作業を表3に まとめた。
こうして、平成13年12月に最終原稿ができあがり、平成


































声(60%)が 多か った。 また、研修内容 によ って考
え るとす る声が42%あった。
3)英 語、 英会 話力 はど うか との問 いに対 して は、
「ほとん ど話せ ない」(56%)、海外旅行 で困 らない」
(5.6%)、「日常 生活 が何 とか なる」(5。6%)、「英 語
で十分に コ ミュニケー シ ョンが取れ る」(0%)で あ
り、「よ く分か らない」 とす る回答 が33%見られた。
4)希 望す る研修 内容 として、病院見学(49名)、オー
ス トラ リア と日本 の看護 の違 い(16名)、参加型 の
研修(看 護体験 、医療現場 での実践な ど)(13名)、
シ ドニー大学 の学生 との交流(10名)が 上位 を占め
た。 また、 オース トラ リアの保 健医療 システム、語
学研修 との回答 もそれぞれ7名 あ った。
5)学 部が企画 している海外研修 プ ログラム全般 に対
す る意 見や希望 と して は、安 い費用(17名)、定員
を増 や して欲 しい(4名)、通訳 な どの語学面 の フォ
ロー(4名)が あ った。他 に、 ホームステイの利用
(2名)や 「他大学 の講義 に興 味が ある」、「もっと
長期 がいい」等 で あった。 な お、 「日本 の こと も分
か っていない段階 で、海外 に出かけて勉強 になるの
か」 という否定 的な意見 もあ った。


















る声 も一部にあった。 しか し、学部として推進の方向が
決まるとともに、医学部、薬学部の先生方の絶大な支援













の有 無に拘わる ことな く整えてい るべ きものであ る。 今
回の交流論議 の中で、派生 的ではあ るが英文パ ンフ レッ
トが作成 された ことは、学部 に とって一応 の体裁 を整 え
る結 果 とな った。
短 期 の見学 プ ログ ラムは英語 で は"shadowing"と
表現 され る。 今回 は最初 の参加 であ るので,その内容 が
如何 な ものであるかが不 明であ った。 すでに既成 のプ ロ
グ ラムが存在す るのか、 あるいは参加者 の要望 を受 け入
れて組 み直 して くれるかなど、確認 を要 する部分 も多 々
存在 した。
学生 の意 向調査 では、海外 での研修 プ ログ ラムに対 し
て興 味があ り、参加 したい気持 ちを もつ学生が多数 ある
ことが分か った。 しか し、費用 ・英語力が ブレーキとな っ
たためか、応募者 は限 られた数 であ った。
こ こに報告 した経緯 で シ ドニー大学 との交流 は始 ま っ
た。 まだ細 いが、国際交流 の道筋 はできた。交流 の進展
によ ってそれが動脈 となる日が近 い ことを期待す る。
なお、平成14年度 に実施 した シ ドニー大学看護学部 での













5名 古屋市立大学看護学部、薬学部、医学部 とシ ド
ニー大学健康科学 カ レッジとの間の学術交流 に関す
る協定書　 2002年3月締結
6名 古屋市立大学看護学部教授会議事録　 平成14年
度第8回教授会　 平成14年7月23日
(受稿　 平成15年10月9日)
(受理　 平成16年1月13日)
